
令和４年３月１日

事 業 主 の 皆 様 へ

長崎労働基準監督署

社会福祉施設の労働災害防止について

平素は労働災害の防止にご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、社会福祉施設の労働災害は全国的にも増加しており、長崎労働基準監督署

管内においても前年と比較し34％増加しています。

厚生労働省では情報発信サイト「職場のあんぜんサイト」において、社会福祉施

設等での労働災害防止対策を推進するため「安全で安心な店舗・施設づくり推進運

動」を展開して取組好事例を紹介するほか、動画教材（他言語）などを提供してい

ます。

つきましては、職員研修や定例の会議（安全衛生委員会等）などでご活用頂きま

すようお願い致します。
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※ 休業4日以上の労働者死傷病報告により作成

社会福祉施設の労働災害発生状況

34％増加



社会福祉施設における労働災害

社会福祉施設における休業4日以上の死傷災害は増加傾向にあり、

令和3年は111人と前年比34％の増加となっています。

事故の型では転倒災害が最も多く（32％）、次に腰痛などの「動作

の反動・無理な動作」（30％）、「その他（新型コロナウイルス感染

症を含む）」（16％）となっています。

「転倒災害」の半数が60歳以上で発生しており、

50歳以上では86％と高年齢労働者での発生が顕著です。

また、転倒災害の6割以上で1か月以上の休業と

なっています。

転倒災害の防止については、整理・整頓により通路を確保する、床

の凹凸や段差を解消する、滑り止め対策、会話をしながら階段を昇降

しない、階段に手すりを設ける、照明を確保する、などの取り組みを

お願いします。

また、会社敷地内での通勤行為中の転倒（業務災害となります）も

散見されます。出入口、屋外通路及び敷地内駐車場についても照明設

備を設けるとともに、ながらスマホの禁止、かかとのある履物の使用

についても指導をお願いします。

「動作の反動・無理な動作」による災害の多くは

腰痛です。

発症について年代による顕著な差はありませんが、

多くの事例で介助や生活支援での無理な動作が関係

し、高年齢の女性の中には脊椎の圧迫骨折も散見さ

れ後遺障害を伴う災害となっています。

腰痛災害を防止するためには、年代に関係なく身体への作業負荷の

軽減対策をどのように進めてゆくかが重要です。
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「安全で安心な店舗・施設づくり推進運動」ポータルサイトの掲載資料



「職場のあんぜんサイト」のご案内

「各種教材・ツール」をクリックすると
安全衛生教材が表示されます。

業種別の動画教材や、
転倒・腰痛防止などの全
業種共通の動画教材もあ
ります。

次項で紹介

「安全で安心な店舗・
施設づくり推進運動」
ポータルサイトへ

業種別教材にはテキスト
（マンガ）と動画があ
り、多言語で作成されて
います。



「安全で安心な店舗・施設づくり推進運動」
ポータルサイト

「職場でできるカラダ改善
プログラム・各種教材」を
クリックすると

「職場のあんぜんサイト」から

「安全で安心な店舗・施設づくり推進運動」
ポータルサイトへ進み

社会福祉施設向けプログラ
ム（動画）や、

転倒リスク測定動画がご覧
頂けます。


